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平均
(R４)

▲要改善　△不十分
○おおむね十分　◎十
分

【中央値】
上位-下位

1
「ＫＱ」及び「総合的な探究の時間」の取
組は、教務部、ＳＳＨ推進部、学年等が
連携し、組織的に実施できたか。

3 22 20 3 0 48 2.52 R5より △△△△ ○○○○ 2

2
探究活動を進める流れの確認・見直し
を行うことができたか。

3 22 21 2 0 48 2.54 2.82 △△△△ ○○○○ 2

3
授業において、ＩＣＴ機器を効果的に活
用することができたか。

10 29 9 0 0 48 3.02 R5より △ ○○○○○◎◎ 30

4
教科内の指導方針を一致させ、授業内
容を共有することができたか。

12 27 9 0 0 48 3.06 3.02 △ ○○○○○◎◎ 30

5 観点別学習評価の充実が図られたか。 7 33 8 0 0 48 2.98 3.04 △ ○○○○○○◎ 32

6
授業評価を活用し、授業改善につなげ
ることができたか。

4 32 11 1 0 48 2.81 3.06 △△ ○○○○○○ 24

7
SSH事業の取組は、SSH推進部、SSH
推進委員会等によって組織的に推進す
ることができたか。

5 32 9 1 1 47 2.87 R5より △ ○○○○○○◎ 27

8
他のＳＳＨ校との連携、各種コンテストや
発表会等を通して、成果の普及・発信が
図られたか。

12 32 3 0 1 47 3.19 R5より ○○○○○○◎◎ 41

9
コンソーシアムの活用など、普通科改革
支援事業との相乗効果を踏まえた学習
活動を充実させることができたか。

5 31 10 1 1 47 2.85 R5より △△ ○○○○○○◎ 25

10
求められる資質・能力を育成する探究プ
ログラムを検討することができたか。

3 31 11 2 1 47 2.74 2.96 △△ ○○○○○○ 21

11
挨拶や言葉遣い、身だしなみ等につい
て、教員が共通の認識のもとで指導す
ることができたか。

6 32 10 0 0 48 2.92 R5より △△ ○○○○○○◎ 28

12
「学校いじめ防止基本方針」の生徒・保
護者への周知し、いじめに対する組織
的な対応を徹底することができたか。

23 23 2 0 0 48 3.44 3.38 ○○○○◎◎◎◎ 44

13
いじめアンケートの結果を教員にフィー
ドバックすることで、生徒の状況を共有
し、コンセンサスを得ることができたか。

29 17 2 0 0 48 3.56 R5より ○○○◎◎◎◎◎ 44

14
学校行事等を通じ、協働する力の向上
を図ることができたか。

30 16 2 0 0 48 3.58 3.40 ○○○◎◎◎◎◎◎ 44

15
学校生活の変化を観察し、生徒の状態
を把握することができたか。

20 25 3 0 0 48 3.35 3.40 ○○○○○◎◎◎◎ 42

16
情報端末の活用について、方針に沿っ
た指導を行うことができたか。

10 23 14 1 0 48 2.88 2.88 △△ ○○○○◎◎ 18

17
模試校内分析会の実施と生徒への
フィードバックにより、生徒の主体的な学
習を促すことができたか。

8 29 10 1 0 48 2.92 3.12 △△ ○○○○○◎ 26

18
生徒が卒業生の進路先での学びや、地
域の職業人の職業観に触れる機会を設
定する取組が推進されたか。

11 33 3 1 0 48 3.13 R5より ○○○○○○◎◎ 40

19
進路通信等を利用した適切な情報発信
に努め、教職員の各種研究会、検討会
への参加を促進することができたか。

18 25 4 1 0 48 3.25 R5より ○○○○○◎◎◎ 38

20
学年・教科間の情報共有を活発化させ
ることができたか。

9 29 10 0 0 48 2.98 2.90 △△ ○○○○○◎ 28

21
入試動向等の情報を収集し、発信する
ことができたか。

12 33 2 1 0 48 3.17 3.50 ○○○○○○◎◎ 42

22
健康について自己管理できるよう、学校
教育活動全体を通じて啓発することが
できたか。

16 30 2 0 0 48 3.29 3.44 ○○○○○○◎◎◎ 44

23
防災避難訓練の内容等を工夫・改善す
ることができたか。

10 22 15 1 0 48 2.85 R5より △△△ ○○○○◎◎ 16

24
スクールカウンセラーと連携し、個々の
生徒への適切な対応を行うことができた
か。

23 24 1 0 0 48 3.46 3.62 ○○○○◎◎◎◎ 46

25
サポート委員会や分掌、学年間の情報
を共有し、生徒を適切に支援することが
できたか。

22 25 1 0 0 48 3.44 3.62 ○○○○○◎◎◎◎ 46

26
避難訓練や講話、環境美化の取組を充
実させることができたか。

12 26 10 0 0 48 3.04 3.12 △△ ○○○○○◎◎ 28

27
生徒、保護者、地域への教育内容等の
周知は充分であったか。

11 33 4 0 0 48 3.15 3.10 ○○○○○○◎◎ 40

28
中学生とその保護者に対する情報提供
の充実が図られていたか。

15 30 3 0 0 48 3.25 3.20 ○○○○○○◎◎◎ 42

29
報道機関等を活用した学校の教育活動
の周知は充分であったか。

12 33 3 0 0 48 3.19 3.16 ○○○○○○◎◎ 42

30
学習評価、授業評価、教職員の自己評
価等を活用し、学校課題の明確化と改
善方策の共通理解が図られていたか。

10 28 9 1 0 48 2.98 2.96 △ ○○○○○◎◎ 28

31
分掌による事前調整・企画と学年への
説明がなされていたか。

6 29 13 0 0 48 2.85 2.98 △△ ○○○○○◎ 22

32
方針、計画、評価、改善の一体化がなさ
れていたか。

5 35 8 0 0 48 2.94 2.88 △ ○○○○○○○◎ 32

33
計画の際の関係部署との調整が徹底さ
れていたか。

4 33 11 0 0 48 2.85 2.86 △△ ○○○○○○ 26

34
部長主任会議を活用した校務運営の効
率化がなされていたか。

8 37 3 0 0 48 3.10 3.12 ○○○○○○○◎ 42

35
超過勤務時間や、部活動指導時間の上
限が遵守されていたか。

4 24 18 2 0 48 2.63 2.48 △△△ ○○○○ 8

36
課題に即した研修テーマが設定された
か。

10 37 1 0 0 48 3.19 2.98 ○○○○○○○◎◎ 46

37
ライフステージに応じた自己研修を深め
ることができたか。

7 31 10 0 0 48 2.94 2.84 △△ ○○○○○○◎ 28

38
個別面談を通じ、目標管理の充実が図
られたか。

10 33 5 0 0 48 3.10 3.06 △ ○○○○○○◎◎ 38

39
日常の情報提供による意識の高揚が図
られたか。

11 34 3 0 0 48 3.17 3.12 ○○○○○○◎◎ 42

○校内研修を計画的に実施する。
○教職員個々の目標管理を推進する。
○服務規律を厳守する意識を維持する。
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【学習指導】
〇主体的な学習を促す「探究的な学習活動」
の充実を図る
○学力を多面的に評価する観点別評価の充
実を図る。
○興味・関心を高め、理解を深めるＩＣＴ機器
の活用を推進する。

【理数教育】
○ＳＳＨ第３期事業において、学校全体で組
織的に取り組む体制の一層の充実を図る。
○他の学校や関係機関等との連携を深める
とともに、研究成果の普及・発信の充実を図
る。
○ＳＳＨ事業と普通科改革推進事業の相乗
効果を踏まえながら探究的な学習活動の充
実を図る。

○分掌が主導する体制を推進する。
○分掌･学年の目標を具体的にし、評価の
観点を明らかにする。
○校内業務の事前調整を徹底する。
○校務を効率化し、働きやすい勤務環境に
する。

信
頼
さ
れ
る
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○生徒が自己の学習状況について理解を深
め、主体的にキャリアプランを構築できるよ
う、取組の充実を図る。
○生徒・保護者を支援するため、教員の情
報収集や活用のスキルの向上を図る。

生
徒
指
導

○生徒の社会的資質や行動力等の向上を
目指した指導の充実を図る。
○いじめの未然防止と望ましい人間関係の
構築に向けて、教職員による生徒理解を深
める。

○感染症対策など健康の保持増進の充実を
図る。
○生徒の防災や危機に対する意識の向上を
図る。
○教員の教育相談に関するスキルの向上を
図るとともに、組織的な相談・指導体制の構
築を図る。

○保護者・地域・中学校へ、教育の成果を積
極的に情報提供する。
○学校評価を活用した学校改善を定着させ
る。


